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輸送時のズレや荷崩れによる製品品質への影響、テープ除去後の

糊残りによる清掃作業は、製造・物流現場における課題の一つ

です。tesa® 53316は、高い保持力とクリーンリムーバル性能を両

立したフィラメントテープです。輸送固定や組立工程における

品質向上と作業効率の改善に貢献します。

主な特徴

• 高い保持力 輸送中のズレや荷崩れを抑制

• 優れた初期接着力 迅速な位置決めと作業効率の向上に貢献

• クリーンリムーバル 糊残りを抑え、テープ除去後の清掃作業を軽減

家電・OA機器
家具部材の輸送固定

床材の結束金属コイル端部の
仮固定

中重量物の補強

用途例

高保持力×クリーンリムーバルを両立

フィラメントテープ tesa® 53316
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tesa.com テサテープ株式会社

免責事項：tesa®（テサ®）製品は自社の規定に基づき定期的に品質の検査をおこなっています。本書に記載されて

いる情報はすべて様々な分野での知見や実経験に基づいて提示している代表値であり、保証値ではございません。
便宜上、製品の適格性や用途に関する記述がございますが、いかなる場合も特定の用途に関する保証や明示、黙示
等は致しかねます。お客様の環境によって問題が生じる場合がございますため、お客様のご判断のもとご使用いた
だくようお願い申し上げます。ご質問等がございましたら、弊社（テサテープ株式会社）へお問い合せください。

テサテープ株式会社
東京都港区白金1-27-6
白金高輪ステーションビル8F
Tokyo.Sales@tesa.com

ヒートサイクル試験

試験概要

ヒートサイクル試験後の剥離性および糊残りの有無
を評価しました。

結果

tesa® 53316は、−40℃～95℃の温度変化環境下でも

安定した性能を維持し、糊残りなく容易に剥離でき
ることを確認しました。

剥離粘着力試験

試験概要

スチール板に貼り付け後、初期および3日後の
90°剥離粘着力を他社品と比較しました。

結果

tesa® 53316は、初期・3日後ともに他社品を上回
る剥離粘着力を示しました。

テクニカルデータ
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90°剥離粘着力試験

tesa 53316 3M 8915A社品

初期 3日後

A社品

tesa® 53316

ヒートサイクル実施後の剥離性を評価
（-40℃/30分⇔95℃/30分を5日間実施）

tesa® 53316 tesa® 53398

基材 ガラス繊維補強PETフィルム ガラス繊維補強PETフィルム

粘着剤 合成ゴム系 合成ゴム系

テープ厚 160 μm 195 μm

色 透明 透明

粘着強さ 7.2 N/cm 6.0 N/cm

引張強さ 490 N/cm 800 N/cm

破断伸び 5.7 % 6.0 %

N/cm

1 2

糊残りなし

高保持力とクリーンリムーバル性能を試験結果と製品仕様でご紹介します。
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